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　　河川名

信濃川（北陸地方）

利根川（関東地方）

石狩川（北海道）
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　　河川名

利根川（関東地方）

石狩川（北海道）

信濃川（北陸地方）

北上川（東北地方）

木曽川（中部地方）

流域面積
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　　河川名

信濃川（北陸地方）

阿賀野川（北陸地方）

最上川（東北地方）

北上川（東北地方）

　物川（北海道）

年間流出量

163

142

138
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※信濃川の長さ367kmは新潟～東京間の新幹線
延長距離とほぼ同じです。

※信濃川の流域面積は新潟県の面積とほぼ同じです。
※流域面積というのは、降った雨がその川に流れ込
む区域を言います。

※信濃川から一年間に流れ出る水量は猪苗代湖の
約4杯分にあたります。
※河川便覧2006より

億

川の案内人を
　　紹介します。
川の案内人を
　　紹介します。

信濃川
の

概　要

名前の由来

信濃川の源流

信濃川の位置

川のそばに、人のくらし川のそばに、人のくらし
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はるか昔から、川は人のくらしにかかせないものでした。

そして、人は川とともに歴史を重ね、文化を生み出してきました。

わたしたちが住む信濃川中流域もその恵みを受けながら発展し、

多くの人々がくらしています。

　信濃川は、長野県と新潟県の二県をまたがって流れています。
上流の長野県内では「千曲川」と呼ばれていて、それが新潟県に
入ると「信濃川」に名前が変わるのです。「信濃」とは長野県の旧
国名で、新潟県では「信濃の国から流れ込んでくる川」という意味
から「信濃川」と呼ばれるようになったといわれています。

船頭さん
信濃川の生き物と話ができ
る、ふしぎな船頭さん。川
のことならなんでも知って
います。船を自由自在にあ
やつれます。

　日本一長い信濃川の源流は、甲武信岳（標
高2,475m）にあります。甲武信岳は、名前
のとおり甲州（山梨県）・武州（埼玉県）・信
州（長野県）の3県の境に位置し、秩父多摩
国立公園に指定されています。湧き出る水は、
千曲川から信濃川となって日本海に流れて
いきますが、反対側に流れ出る水は荒川・富
士川となって太平洋に流れていきます。

 かわのすけ君
元気いっぱいの男の子。自
然の中で遊ぶのが大好きで
す。最近釣りを始めたことで、
川にはいろいろな生き物が
いることを知りました。

しなのちゃん
明るくてハキハキした女の

子。自然の中に咲く
お花が大好きなので、川辺
はお気に入りの場所。歴史
にも興味があります。

水源地標

甲武信岳山頂信濃川の源流
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赤い点線の中に降った雨は
信濃川に流れます。

信濃川って、どんな川？信濃川って、どんな川？
し な の が わ か わ



雨 雪雨

雲雲

雪

農業

海から蒸発

陸から蒸発

海から蒸発

陸から蒸発

ダム

あ め

川川
か わ

くも

りく じょうは つ

う み じょうは つ

ゆ き

の うぎょう

工場
こうじょう

家
い え

学校
がっこう

浄水場
じょうす いじょう

下水処理場
げ  す い  し ょ  り  じ ょう

水水

生生
活活

排排

せ

い

か
つ

は
い

す
い

工工
場場
排排
水水

こ
う

じ
ょ
う
は
い

す
い

03 04

人のくらしにかかせないもの
水

「信濃川の恵み 1」

昭和61 平成3 平成8 平成13 平成１8（年度）（㍑）

東京都水道局ホームページより
平成18年度 一般家庭水使用目的別実態調査

君の家では、どんなふうに
水を使っているかな？
君の家では、どんなふうに
水を使っているかな？
君の家では、どんなふうに
水を使っているかな？

くくらしなのがわ

東京都水道局ホームページより
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　昔から人々は川を利用して生活してきました。現在のよう
に鉄道や車が広まる前は船が人やものを運ぶ手段であったり、
また、魚などの食料を求めたりする場所でもありました。

舟運の歴史
　鉄道や自動車が交通の中心でなかった明治
時代まで、人やものを舟で運ぶ“舟運”がさ
かんでした。長岡と新潟の間を行き来する「長岡
船道」や、上流の十日町には「妻有船道」、六日
町方面には「上田船道」がありました。最も栄
えたのは江戸時代。山の幸が下流へ、海の幸が
上流へ運ばれ、長岡船道では、年貢米、たばこ、
織物、まき、下駄などが下流へ、逆に新潟からは
塩、茶、鮭、鱒、ござなどが運ばれてきました。

縄文時代の生活
　信濃川流域では縄文時代の遺跡が数多く発
見されていて、川を利用していた当時のくらし
ぶりがうかがえます。新潟県立歴史博物館では
このような縄文時代の生活が展示されています。

豊かな川魚漁
　最近ではすっかり姿を見ませんが、
その昔、長生橋を中心とした信濃川中
流域はアユやサケの漁場でした。

　わたしたちが家庭で使う1日の水の量は、一人あたりおよそ250リットル。毎日、こんなにも
多くの水が使われているのです。では、水道から流れ出る水はどこからやってくるのでしょう。
　右ページのイラストを見てください。雨や雪が川に集まって生活用水に使われています。
もちろんそのままでは使えないので、浄水場で汚れや雑菌を取り除いてから家や学校
へと送られます。使った水は、きれいにしてから川へ戻します。このようにわたしたち
のくらしとかかわりながら水は循環しています。

人が生きるために必要な飲み水をはじめ、

朝起きれば顔を洗って歯をみがき、トイレで用を足したら水を流したり、

夜にはお風呂に入ったり…。

わたしたちのくらしには水がかかせません。

このように生活に利用される水のことを

「生活用水」といいます。

長岡市立中央図書館所蔵

長岡市立中央図書館所蔵

写真提供：新潟県立歴史博物館

生活に必要な水は、どこからくるの？
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いろいろな産業で活躍する「水」
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「信濃川の恵み 2」
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土地利用

運動場
333千㎥
（3.13％）

果樹園
21千㎥
（0.2％）

公園、緑地
538千㎥
（5.06％）

採草放牧地 179千㎥（1.68％） と　ち　り　よ　う

その他  2,426千㎥（22.82％）

全 体
10,633千㎥

※平成23年3月現在
※最大使用量ベース

※平成23年3月現在
※占用許可面積

信濃川の水利用

かんがい用水
128.5㎥/s（9.87％）

　　その他 9.8㎥/s（0.75％）
　生活用水 3.7㎥/s（0.29％）　
工業用水 0.4㎥/s（0.03％）　　

田
4,793千㎥
（45.08％）

畑
2,343千㎥（22.03％）

し な の が わ み ず り よ う

全 体
1,302.1㎥/s

発電用水
1,159.7㎥/s（89.06％）

電気をつくる「発電用水」

　「かんがい用水」とは田畑をうるおす
水のこと。植物を栽培する農業にはかか
せないもので、信濃川の水も農業に利用
されています。信濃川流域には日本一の
お米の産地として有名な所もあり、おい
しいお米を育てるためには水質の良い川
の水が必要なのです。

工場で役立つ「工業用水」
　「工業用水」とは、工場などで使
う水のこと。ほとんどの工業に
水が必要なため「産業の血液」
ともいわれています。化学、
鉄鋼、石油・石炭、繊維産業、
食品製造などさまざまな分
野で、物や機械を冷やしたり、
製品を洗ったり、原料となったり
しています。

野球場などスポーツにも
利用されています。

長岡市の長生橋付近で
は春になるとたくさんの
菜の花が咲きます。

空から見れば一目瞭
然。河川敷には田畑
が広がり、運動場や緑
地も見られます。

　水力発電は、高いところから低いところへ流れ落ちる水
のいきおい（位置エネルギー）で水車を回し、水車につな
がれた発電機を回転させて電気を起こします。信濃川中流
域では豊かな水を使って発電が行われています。

信濃川河川敷の田

農業に利用される「かんがい用水」

川の水だけでなく河川敷も大活躍！
　河川敷の多くが田畑として利用されています。また、豊か
な自然が残る河川敷は、人と自然が出会える場所。運動場や

公園、緑地としても利
用され、「水と緑のオー
プンスペース」として
人々のいこいの場所
となっています。

信濃川の豊かな水は、生活用水以外にも農業や工業、

発電などあらゆる産業に利用されています。
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信濃川の豊かな水は、生活用水以外にも農業や工業、

発電などあらゆる産業に利用されています。
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越後平野

大河津分水路

洗堰 信濃川

日本海 空から見た大河津分水と位置

昭和53（１９７８）年から昭和62
（１９８７）年は過去最大級の洪水
が毎年のように発生しました。

「7.13水害（新潟福島豪雨）」  平成16（2004）年7月13日

平成23年7月　新潟福島豪雨平成23年7月　新潟福島豪雨
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つよしなのがわ

新潟市

関屋分水路

可動堰
大河津分水路

洗堰
信濃川

越後平野
えちご  へ いやえちご  へ いや

おおこうづぶんすいろ

大河津分水路

おおこうづぶんすいろ

近年の
洪　水

き ん ね ん

こ う 　  ず い

最近起きた

水 害
最近起きた

水 害

さ い き ん  おさ い き ん  お

す 　 い 　  　 　  が 　 いす 　 い 　  　 　  が 　 い

日本海
にほんかいにほんかい

新可動堰新可動堰
しん か どう ぜきしん か どう ぜき

洗堰
あらいぜきあらいぜき

信濃川
しなのがわしなのがわ

平成23年7月29日
旧可動堰旧可動堰
きゅう か どう ぜききゅう か どう ぜき

そのあだ名は、「暴れ川」

大河津分水路完成までの道のり

みんなの願い、大河津分水工事が始まる

　信濃川は昔からたいへん洪水の多い川で「暴れ川」とあだ名され
たほどでした。江戸時代だけでも86回の洪水が記録されています。

横田切れ【明治29（1896）年7月】
　大雨で各地の堤防が切れましたが、とくに旧分水町横田の被害
が大きく、死傷者75人、流された家屋は25,000戸もありました。
また、川の水位よりも低い越後平野では、あふれた水が11月になっ
ても引かず、凶作や伝染病を流行らせる原因となりました。

曽川切れ【大正6（1917）年10月】
　新潟市曽川で堤防が切れ、中蒲原郡一帯が水につかりました。被
災地では生産していた野菜のほとんどがだめになり、学校も休校
状態でしたが、船に生徒を乗せて授業をしていた学校もありました。

　三条市と魚沼市の、福島県側の山側が特に大雨となり、南魚沼市の五十沢雨量観測所で総雨量

が６４２㎜を記録しました。この大雨で、信濃川と魚野川沿川で浸水被害が発生し、自動車や鉄道

の交通網が寸断されました。支川では堤防決壊や大きな土砂崩れも発生しました。

　明治になって、やっと政府の許可がおり、明治42（1909）
年から本格的な工事が始まりました。「東洋一の大事業」と
いわれ、当時の日本の最もすぐれた土木技術で行われました。

　実際に大河津分水路
が通水したのは大正
11（1922）年で、構
想から200年もたって
いました。

青山  士 【 明治11（1878）年～昭和38（1963）年 】
　パナマ運河工事に参加したただ一人の日本人技師。明治37
（1904）年～明治45（1912）年までパナマ運河の測量設計
をしました。昭和2（1927）年6月にこわれた大河津分水路の
自在堰の補修工事のため新潟土木出張所長（現国土交通省北
陸地方整備局長）となり、分水路の復旧のために働きました。

宮本 武之輔 【 明治25（1892）年～昭和16（1941）年 】
　大河津分水路補修工事の現場責任者で、竣工から70年以上たった今でも利用されている
可動堰を設計しました。宮本には、こんなエピソードがあります。可動堰の完成が目前となっ
たころ、長野県をおそった集中豪雨により工事中の分水路付近も水があふれそうになりました。
このままでは新潟で大きな被害が出ると考えた宮本は、工事が大きく遅れることを知りながら
工事中の分水路を使って水を海に流し、人々を災害から守りました。

　通水からわずか5年
後の昭和2（1927）
年6月24日、自在堰が
陥没しました。7月か
ら11月にかけて応急
工事が行われるとともに、「信濃川補修工事」として4
年後の昭和6（1931）年6月20日、旧可動堰が完成
しました。水流を維持しながらの工事はたいへんむず
かしく、不眠不休の工事が続いたといいます。

　かつての信濃川河口は湖のように大きく、川によって運ばれた土砂が堆積して湿原をつくっていました。
湿原にくらす人々はたび重なる洪水の被害にあってきたので、海に最も近い大河津から分水路をつくり、川
の水を海に流すことで洪水をふせぎ、湿地を安心して農業ができる土地に変えたいと願っていました。
　江戸時代には大河津分水路の構想が考えられており、享保元（1716）年～享保20（1735）年、長岡
市（旧寺泊町）の本間屋数右衛門らが大河津分水路の建設を幕府に願い出ましたが、今までにない大工事
であること、莫大な工事費がかかることなどから幕府の許可がおりませんでした。

補修工事の歴史

信濃川は、ときには「暴れ川」となって大きな災害を起こしました。
信濃川流域に住む人々は、どのように川と戦ってきたのでしょう。

「信濃川を治める 1」
し な の が わ お さ

恵みだけじゃない、
こわい川でもあった信濃川
恵みだけじゃない、
こわい川でもあった信濃川
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横田切れの様子

昭和58年 十日町市高山地先の堤防決壊
しょうわ ねん とおかまちしたかやまちさき ていぼうけっかい

浸水により寸断された交通
（国道17号　魚沼市下島地先）

既往最大の洪水となった魚野川
（根小屋橋）

洪水を日本海へ流す大河津分水路
（第二床固附近）
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どうしたら
災害をふせげるの？
どうしたら
災害をふせげるの？

災害を防ぐために
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土のうづくり縄結び

　この絵のように、川には災害をふせぐ工夫がされています。
このように施設を設置したり、情報を集めたりして川の流れ
を管理することを「治水」といいます。
　治水によって、災害に強い信濃川がつくられていくのです。

洪水のときに、すば
やく、正確に対応す
ることが訓練の目
的です。参加者の
顔も真剣です。

　梅雨や台風の季節にそなえて、毎年5月の「水防月
間」に水防訓練が行われます。消防団、地域消防署、

関係市町村、新潟県、信濃川河川事務所など、さまざまな機関が参加
して、地域を守るために
協力し合います。
　信濃川・魚野川の各
地で開催され、木流し工、
積み土のう工、ブロック
投入工などの実技訓練
が行われています。

川の水を直接海に流して、洪水
による氾らんをふせぎます。

（川を）せき止めて水位を
調整します。

各地の雨量や水位を
リアルタイムで測ります。 雨などにより川を流れてくる

土砂（土石流）をふせぎます。

川から水があふれて田畑や住
宅地に水が流れ込むのをふせ
ぎます。両岸につくられます。

雨の量や範囲をキャッチして
関連機関へ情報を送ります。

小さな川が
あふれそうになったとき、大き
な川へポンプで水を流します。

本川（大きな川）に支流（小
さな川）が注ぐとき、逆流や
氾らんをふせぎます。

薬師岳レーダー
基地局

災害が起きたとき、どんな人が働いているのでしょう
国 土 交 通 省

警 察

気 象 台

日 本 赤 十 字 社

ラ イ フ ラ イ ン

自 衛 隊

マ ス コ ミ

ボ ラ ン テ ィ ア

県 ・ 市 町 村

消防隊･消防団（水防団）

情報を集めて、実際に災害が起きている川や道路などで活動し、被害の広がりを食い止めます。

災害現場に人や車が入らないように交通規制をします。また、救助活動やパトロールなどから住民の安全を守ります。

気象に関するデータを管理して、注意報、警報、気象情報を発表して人々に注意を呼びかけます。

病院と協力して「救護班」をつくり災害現場で治療を行います。

水道・ガス・電気・電話が災害によって使えなくなった場合、すぐに復旧を行います。

都道府県知事の要請を受けて災害現場に派遣され、さまざまな救援活動を行います。

被害情報や災害対策本部が発表する情報を多くの人々に伝えます。

救助や避難所の運営や炊き出しなどさまざまな救援活動を行います。

「災害対策本部」が設置され、情報を集めて発表するとともに、ほかの機関へ協力を呼びかけます。また、地域住民
を安全な場所へ避難させます。

災害現場で被害にあった人たちを救助したり、けが人やぐあいが悪くなった人を病院へ運んだりします。また、消防団・
水防団は消防本部と協力して被害の広がりを防ぎます。

なわむす ど
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川の水をためて、下流に
流れる水量を調節します。
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五辺の水辺

心をうるおす水辺の世界

水辺の楽校
つまりっ子ひろば

魚野川ふれあい公園

11 12

「信濃川と遊ぶ 1」

五辺の水辺

大河津分水公園

たのしなのがわ

　水辺は昔から、釣りや水遊び、花見など、人々が集まってくる
場所でした。最近では市街地にも、気軽に水と親しめる場所
があります。このような場所を「親水空間」といいます。
親水空間で、自然を観察したり、レクリエーションを楽し
んだり、水がある空間のすばらしさを体感してみましょう。

　大正13（1924）年、大河津分水路の
通水を記念してつくられました。その約
80年後である平成14（2002）年、洗堰
の改築にともない、「信濃川大河津資料館」
と一体となって、信濃川と大河津分水を
学ぶ総合学習の場となりました。

　十日町地区周辺の信濃川は日本有数の河
岸段丘。その間を流れる信濃川は、自然観察
にもってこいのスポット。スポーツや散策な
ど水辺に親しめる「つまりっ子ひろば」は多
くの学校から学習の場に利
用されています。

アカザ
近年、きれいな川で見られる貴
重種の“アカザ”が増えてきま
した。顔に特徴があります。

　小千谷市にある五辺の水辺は、妙見堰ができたことによって生まれました。魚介類が
25種類以上、昆虫類が600種類以上、植物が400種類以上、鳥類が120種類以上もい
る自然豊かな空間です。スポーツや水遊び、魚釣りを楽しむことができ、越の大橋下流左
岸にある信濃川左岸河川公園では、キャンプやバーベキューもできます。

魚野川ふれあい公園

魚野川改修資料館

　清流魚野川に親しむ公園です。
なだらかな川辺は樹木や石など
を利用して、自然に近い形で整備
されています。川のそばまで行
けるので、植物や昆虫観察、釣り
などが楽しめます。また、魚野川
改修資料館では水害や改修の歴
史を知ることができます。

信濃川大河津資料館
　大河津分水は、多くの人々の願いと
努力によってつくられ、今も越後平野を
水害から守っています。大河津分水を
紹介するとともに、さらに親しんでいた
だける資料館となっています。

国登録有形文化財 洗堰
　平成12（2000）年に現在の洗堰が
通水するまでの78年間働き続けました。
登録有形文化財として平成14（2002）
年2月14日に登録されました。

体験水路
　信濃川の水にふれて、水遊びができ
ます。魚のすみかにもなっています。

魚道観察室
　信濃川中流域に生息するいろい
ろな魚を観察することができます。

春から夏にかけてはアユ、オイカワ、ウ
グイなどが見られます。

ミヤマシジミ
 「新潟のすぐれた自然の保全
対象種」に指定されています。
河原の周辺の草地に生息して
いて、はねの裏にオレンジの
帯と黒い斑点があるのが特徴。
 オスは、はねの表面が青紫色で

外側が黒でふちどられています。
メスは、かっ色で、後ろのはねにオ
レンジの斑点があります。

し な の が わ あ そ

こ こ ろ み ず  べ せ  か い
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つうすい ねんかんはたら つづ

とうろくゆうけいぶん か ざい へいせい

ねん がつ にち とうろく

へいせい ねん げんざい あらいぜき

し ぜん ほ ぜん

たいしょうしゅ し てい

かわら しゅうへん くさ ち せいそく

うら

おび くろ はんてん とくちょう

ひょうめん あおむらさきいろ

そとがわ くろ

しょく うし

はんてん

かわきんねん

ちょうしゅ ふ

かお とくちょう

み き

とおかまち  ち  くしゅうへん

がんだんきゅう あいだ なが し な の がわ し ぜんかんさつ

さんさく
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たいしょう ねん おおこう  づ ぶんすい ろ

つうすい き ねん やく

ねん ご へいせい ねん あらいぜき
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土木フェスティバル 
ln Nagaoka

信濃川
河岸段丘ウォーク

お役立ちグッズ

13 14

長岡まつりと花火 おいらん道中

川で遊ぶ準備をしよう！川で遊ぶ準備をしよう！

信濃川の
祭 り

たのしなのがわ

や く 　だ

水防フェア

もっと、川で楽しもう！
瀬

淵

せ

ふ ち

　「土木」を、見て、聞いて、ふれて、体験
できます。イベントがもりだくさん。家族
そろって楽しめます。

ど  ぼく み き たいけん

か  ぞく

たの

ど 　ぼ く

　毎年4月29日（みどりの日）
に、津南町から小千谷市まで、
日本屈指の信濃川河岸段丘
を歩く大会です。

し な の が わ

か 　が ん だ ん き ゅう

まいとし がつ にち ひ

つ なんまち お  ぢ  や  し

に  ほんくっ  し し な の がわ か がんだんきゅう 

ある たいかい

「信濃川と遊ぶ 2」
し な の が わ あ そ

　川は自然の宝庫。昆虫や植物、鳥や動物など数多くの生き
物も住んでいます。さあ、わくわくするような出会いを求めて、
しっかり準備をしてから、遊びに行きましょう！

　川は自然の宝庫。昆虫や植物、鳥や動物など数多くの生き
物も住んでいます。さあ、わくわくするような出会いを求めて、
しっかり準備をしてから、遊びに行きましょう！

　川は自然の宝庫。昆虫や植物、鳥や動物など数多くの生き
物も住んでいます。さあ、わくわくするような出会いを求めて、
しっかり準備をしてから、遊びに行きましょう！

か わ た の

　旧分水町の大河
津分水には、3,000
本の桜並木があり
ます。毎年桜の開花
に合わせて、けん
らん豪華なおいら
ん道中が開催され
ます。

1.出かけるときは行先を家の人につげておく。　2.けっしてひとりで行かないで、なるべく大人といっ
しょに行く。友だち同士のときも３人以上で行く。　3.雨のあとなど川が増水しているときは行かない。
今日の天気や、上流の地域に雨がふるかどうかをかならずチェックする。／危険をしめす掲示板がある
ところは行かない。　4.ぐあいが悪かったり、気が進まなかったりしたら、むりをして行かないこと。

出かける前の注意

 川の中流にあらわれる
「瀬」と「淵」

他にも…お弁当・水とう（川の水は飲まない）、夏場は日ざしをさえぎるシート、ばんそうこう
などの救急用具、虫よけスプレー、ゴーグル、シュノーケルなどがあると便利です。

観察するとき観察するとき 川に入るとき川に入るとき

帽 子
日ざしが強い
日はかぶりま
しょう。

ライフジャケット
川に入るときは必ず着ま
しょう。川でおぼれそうに
なっても、これがあれば水
面に浮いていられます。

リバーシューズ
川の中の石や岩は、コケなど
ですべりやすくなっています。
足をとられないように、リ
バーシューズやスポーツサン
ダル（ビーチサンダルとはち
がいます）をはきましょう。

軍 手
焼けた石や砂、空
き缶、ガラスなどか
ら手を守ります。

長 靴
長靴をはいていれ
ばすべりにくく、水
際でもぬれません。

長そで・長ずぼん
虫などからはだを守る
ために夏でも長そで・長
ずぼんを着ましょう。

服そう 服そう

　昭和20年8月1日、空襲によって焼け野原となった
長岡の復興を願う祭典が「長岡まつり」の始まりです。

8月1日に、戦災殉難者慰霊祭、灯籠流し、民踊流し、みこし
渡御が、2日・3日に大花火大会が開催されます。

瀬には流れのはやい「早
瀬」と、流れのゆるやか
な「平瀬」があります。

　川は中流になると、浅くて流れのはやい「瀬」と、
深くて流れのゆるやかな「淵」ができます。
　川に棲む魚にとって、瀬はえさとなる藻や水生昆虫が棲み、
また、産卵の場となります。淵は休んだり、眠ったり、敵から
避難したり、大水や渇水のときは避難場所にもなります。
　このように、淵と瀬が組み合わされることによって、川に
棲む生き物が生活できるのです。

万が一、川に流
されたときに。

ゴミはかならず
持ち帰ろう。

水位や天気が
わかる。緊急連
絡にも役立つ。

中州に取り残された
ときの目印。

首にかけて
おきます。

えんぴつ、ノートなど

ロープ・浮き輪ロープ・浮き輪
う　　　　わ

ゴミ袋
ぶくろ

携帯電話
け い た い で ん  わ カラフルな布

ぬ の

緊急用の呼
笛

緊急用の呼
笛きんきゅう

よう　　
 よび  こ

箱めがね
は こ

採集の道
具さいしゅ

う　　  
どう ぐ

観察記録の用具観察記録の用具
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ものもの すす で　あで　あ もともと

じゅんびじゅんび あそあそ いい
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ゴミはかならず
持ち帰ろう。

すい い　　　てん き　すい い　　　てん き　

らく　　　 やく だ

きんきゅうれん

まん　　 いち
　 かわ　   な

が

水位や天気が
わかる。緊急連
絡にも役立つ。

なか す　　  と　　のこ

めじるし

なか す　　  と　　のこ

めじるし
中州に取り残された
ときの目印。

金ザル、タ
モ網、容器

（とった

生物を入れ
る）など金ザル、タ
モ網、容器

（とった

生物を入れ
る）など

川の中を観察するのに
便利です。
川の中を観察するのに
便利です。 くび

 かな　　
　　　　

　　 あみ
 よう き

せいぶつ
　　い

 かな　　
　　　　

　　 あみ
 よう き

せいぶつ
　　い

かわ　 なか　　かんさつ

べん り

かわ　 なか　　かんさつ

べん り

　水防の大切さを広く知っていただ
くために、毎年5月の「水防月間」に
開催されています。

すいぼう たいせつ

まいとし

かいさい

信濃川の
イベント

し な の が わ

す い  ぼ う

川遊びについては26ページの「川であそぼう」「じゃぶ じゃぶ 川ねっと！」のサイトなどを参考にしてください。
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信濃川を観察してみよう！

信濃川で出会える動植物

15 16

やさしなのがわ 秋
・
冬

夏

春
は 　 る

な 　 つ

あ

　き

ふ

　ゆ

「信濃川の環境を守れ 1」

　信濃川中流域は、新潟・長野県境から小千谷市にかけて河
岸段丘が、さらに下流には越後平野が広がっています。
このような豊かな環境には、数多くの動植物がくらして
います。とくに、新潟県に棲む鳥類のほとんどが確認さ
れています。また、めずらしい生物も多く生息しています。

動植物を大切にしよう！

どうしたら
動植物を守れるか
考えてみよう！

どうしたら
動植物を守れるか
考えてみよう！

どうしたら
動植物を守れるか
考えてみよう！

　信濃川には貴重な生物が多く棲んでいます。むやみに
動植物をとらないことも重要ですが、自然の中に生きるも
のは、その大きなサイクルの一部としてくらしています。
　たとえば、エサがなくなったり、卵を産み付ける植物が
なくなっては生活できません。動植物を大切にするという
ことは、自然全体を見つめて守ろうとすることなのです。

し な の が わ ど う  し ょ く  ぶ つで 　 　 あ

ど う  し ょ く  ぶ つ た い  せ つ

マルコブスジコガネ
色は黒っぽく、名前
の通り丸いこぶでお
おわれている。数が
少なく、たいへんめ
ずらしい昆虫である。
（準絶滅危惧種）

モンシロチョウ
春から秋まで、日当たりの良い
場所で見られる白い蝶。紋が
あることからこう呼ばれる。幼
虫はアブラナ科植物を食べ、と
くにキャベツが好き。 

ア ユ
成長するまでの春から秋にかけて、おも
に中流域で生活する。生まれた稚魚は秋
になると海へ下り、翌春まで海でくらす。

アオサギ
日本で最も大きいサギ。
体は灰色で、飛ぶと黒い
風切羽が見える。成鳥は、
頭に黒い冠羽がある。魚
やカエルなどを食べ、コロ
ニーをつくることが多い。

ヤナギ類
一番水際に生えているのは、ヤナギ類。
この水際のヤナギ類が小さな洪水のと
きに川岸を守ってくれている。ヤナギは
種類が多くて、区別が付けにくい植物で、
この付近では、カワヤナギ、タチヤナギ、
シロヤナギ、オノエヤナギ、イヌコリヤナ
ギなどが多く生育している。

ウケクチウグイ
全長60cmにもなるウグイ
の仲間。通年見られ、下あご
のほうが大きい。（絶滅危惧種）

キアゲハ
日当たりのよい場所を好
む。草原や水田の周辺な
どに多く、オスはなわばり
を張るものもいる。幼虫
はセリ科植物を食べる。

ニゴイ
4年で2kgにも育つので、
ルア－フィッシングの対
象魚として人気上昇中。
４～７月、大雨の後に産
卵する。汚れた水に強い。

ミソハギ
高さ1ｍ近くに成長する。ちょうど
旧暦のお盆ごろに咲いて、仏前に供
えられるのでボンバナ（盆花）とも
いわれる。

オオヨシキリ
頭から背、尾は黄色っぽい
かっ色。ギョギョ、ケシケシ
と鳴くと赤い口の中が見え
る。夏鳥で、オスが先に渡っ
てきてなわばりをつくる。

タコノアシ
名前は花がタコ足に見えるこ
とから。河原などの湿地に生
える。（絶滅危惧種）

アキアカネ　
アカトンボの代表種。秋になる
と平地におりてきて産卵する。
夏のあいだは高原ですごす。最
初はオレンジっぽいが秋が深ま
ると赤くなる。

ススキ・オギ・ヨシ　
それぞれ背が高くなる種類で、
河原などに生えて、魚、虫、鳥
など生物のすみかとなってい
る。ススキとオギは見た目がよ
く似ている。

サ ケ
生まれた川に戻る習性がある。
砂利から水のわき出る場所で
産卵する。

オジロワシ
冬鳥として信濃川
で越冬する。つが
いで生活している。
国指定天然記念物。
（絶滅危惧種）

キ ジ
オスは胸から腹
が光沢のある
緑。顔は赤く、
尾は長い。メス
は黄かっ色で
尾は短い。おど
ろいたとき以外
はほとんど飛ばない。

タヌキ、ノウサギ、テン
冬眠しないので、雪の積
もった翌日にさがすとたま
に足跡が残っている。

みんななかよし。
サギのコロニー。

サギのコロニー
種類やその近く
に落ちているも
の、臭い、音など
を調べてみよう。

　サギという鳥は集まって
巣をつくる習性があります。
それをコロニー（集団営巣
地）と呼びます。ちがう種
類のサギが集まったり、
カワウと一緒にくら
したりするコロニー
もあります。

し な の が わ か ん  さ つ

し な の が わ ま もか ん きょう

どうしょくぶ つ ま も

かんが

し な の がわちゅうりゅういき にいがた　なが の けんざかい お　ぢ　や　し か

がんだんきゅう かりゅう えち ご へい や ひろ

ゆた かんきょう かずおお どうしょくぶつ

にいがたけん す ちょうるい かくにん

せいぶつ おお せいそく

し な の がわ きちょう せいぶつ おお す

どうしょくぶつ じゅうよう し ぜん なか い

おお いち ぶ

たまご う つ しょくぶつ

せいかつ どうしょくぶつ たいせつ

し ぜんぜんたい み まも

とり あつ

す しゅうせい

しゅうだんえいそう

ち よ しゅ

るい あつ

いっしょ

ぜつめつ  き  ぐ  しゅ

ぜつめつ き   ぐ  しゅ

 ぜつ めつ き ぐ しゅ

 ぜつ めつ き ぐ しゅ
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信濃川はゴミ箱じゃない

きれいな水のために
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信濃川の環境を守るために

いつまでも、美しい川のままで
やさしなのがわ

信濃川の水質 きれいな水に棲む生物

きたない水に
棲む生物

水質階級と指標生物（環境省）
カワゲラ／ヒラタカゲロウ／ナガレトビケラ／
ヤマトビケラ／ヘビトンボ／ブユ／アミカ／
サワガニ／ウズムシ
コガタシマトビケラ／オオシマトビケラ／ヒラタ
ドロムシ／ゲンジボタル／コオニヤンマ／スジ
エビ／ヤマトシジミ／イシマキガイ／カワニナ

ミズカマキリ／タイコウチ／ミズムシ／イソコツ
ブムシ／ニホンドロンコエビ／タニシ／ヒル

セスジユスリカ／チョウバエ／アメリカザリガニ
／サカマキガイ／エラミミズ

きれいな水

少しきたない水

きたない水

大変きたない水

し な の が わ す い し つ

　わたしたちが生活の中で服を洗ったり、
お風呂に入って体を洗ったりすれば、水は
汚れます。この汚れた水を川に流さない
ために、下水処理場などへ集めて、きれい
な水へと処理してから、川に流します。

家庭でもできる。きれいな川づくり！
　川や海を汚す原因の約70％が家庭から出る生活排水だといわれています。生活排水は下水
道で処理されますが、元のきれいな水に戻るためには、たいへんな手間と時間がかかります。
きれいな水を守るには、なんといっても水を汚さないことが1番です。

わたしたちのくらしと深い関わりがある信濃川。

恩恵を受けるだけではなく、一人ひとりが川を

守っていく意識を持ちましょう。

　信濃川には家電製品やタイヤなど、家庭ゴミが目立ちます。捨てて
はいけない場所に勝手に捨てる人がいるのです。しかも残念なこと
に、毎年多くのゴミが捨てられてい
ます。
　ゴミは見た目を悪くするだけでなく、
川の施設に影響をおよぼしたり、有
害物質をふくんだものが環境を汚染
して動植物に被害を与えたりします。

●流しの排水口に、目の細かいストレーナーか
三角コーナーや水切りネットを付ける。
●食器の油汚れは、ふき取ってから洗う。

　古くなったら、牛乳パックに古新聞などをつ
めた中に入れて可燃ごみの日に捨てましょう。
また、石けんづくりなどにリサイクルしましょう。

調理くずや食べ物の残りは、
水といっしょに流さない。

油は水に流さない。

　水切りネットのかわりに、不用になったガーゼ、
ストッキングを利用することもできます。

クリーン作戦

環境調査

　信濃川河川事務所では、パトロールや環境調査、ゴミを
集めるクリーン作戦などを行っています。
　また、地域の自治体やボランティアのみなさんによって
ゴミ拾いが実施されています。

　信濃川の中流域は水質がよいこと
でも有名です。きれいな水でしか生
きられない動物も多く生息しています。

カワゲラ
石の間や、落ち葉
などが積もった
流れがゆるやか
なところに生息。

サワガニ
甲らの大きさは20～40mm。
浅い場所にある石の下にいる。

アメリカザリガニ
流れがゆるやかで、
浅いどろの底にすむ。

タニシ
どろの底にすむ。タニ
シの主な種類は4種類。

「信濃川の環境を守れ 2」
う つ く か  わ

し な の が わ ま もか ん きょう

み ず

し な の が わ

し な の が わ か ん き ょう ま も

ば こ

み ず す せ い ぶ つ

み ず

す せ い ぶ つ

す い し つ か い きゅう し  ひょう せ い  ぶ つ
かんきょうしょう

か 　 て い か わ

みず なが

ちょう　り た もの のこ

あぶら みず なが

ほかにも
どんな対策があるか
考えてみよう！

ほかにも
どんな対策があるか
考えてみよう！

ほかにも
どんな対策があるか
考えてみよう！

た い さ く

かんが

かんきょうちょうさ

さくせん

ふか かか し な の がわ

おんけい う ひと  り かわ

まも い しき も

せいかつ

かわ うみ よご げんいん やく か てい で せいかつはいすい せいかつはいすい げ すい

どう しょ り もと みず もど て　ま じ かん

みず き

り よう

ふる ぎゅうにゅう ふるしんぶん

か ねんいなか

せっ

ひ す

ふ よう

みず まも みず よご ばん

ふ　ろ はい からだ あら みず

みずよご よご かわ なが

 げ すい しょ り じょう あつ

みず しょ り かわ なが

なか ふく あら

し な の がわ

ば  しょ かっ  て ざんねんす ひと

まい としおお す

み め わる

かわ し  せつ えいきょう ゆう

がいぶっしつ かんきょう お  せん

どうしょくぶつ ひ  がい あた

し な の がわ か でんせいひん か てい め　だ す

し な の がわ か  せん  じ   む  しょ かんきょうちょうさ

あつ さくせん おこな

ち  いき じ   ち  たい

ひろ じっ  し

ちゅうりゅういき すいしつ

ゆうめい みず い

どうぶつ おお せいそく

信
濃
川

にゴ
ミをすてない

で
！！

信
濃
川

にゴ
ミをすてない

で
！！

工場

下水処理場下水処理場
トイレトイレ

川川

ガーゼ
不用になった

ストッキング
不用になった

切る
しばる 切る

しばる

こうじょう

風呂風呂
ふ　 ろ

台所台所
だいどころ

家
いえ

使った水
つか みず

使った水
つか みず

か　わ

げ すい  しょ り じょう
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信濃川の支流 清津川中津川

太田川太田川渋海川渋海川

信濃川大河津資料館

信濃川流域マップ信濃川流域マップ

　まがりくねって流れる渋海川は全長71km。天
水山麓に源を発し、十日町市を通って長岡市で信
濃川に合流します。
　旧川西町では、中世から近代にかけて蛇行部分
を耕地に変える「瀬替え」が行われ、独特の景観が
つくられてきました。山にトンネルを掘って川の流
れを引き込む「マブ」や棚田など日本の原風景に
出会えます。

　全長13kmと短い太田川。越後山脈南部の萱峠を
源に、蓬平山脈を回って長岡市に入ります。周辺は農地
が多く、また、長岡まつりの大花火大会では太田川が信
濃川に合流する付近で三尺玉が打ち上げられます。
　太田川には悲しい歴史もあります。第二次世界
大戦中、爆弾が投下され亡くなった人がいました。
長岡空襲の少し前です。爆弾が投下された場所に
は碑が建てられています。

　群馬県と長野県の県境にある野反湖から流れる
魚野川（※）と雑魚川が合流します。長さは46kmで、
苗場山と鳥甲山の間をぬけながら、まっすぐで急
な斜面を一気に流れています。その水の力で津南
町に日本有数の河岸段丘を形づくりました。切明
から見玉までは「秋山郷」と呼ばれ、交通が整備さ
れるまでは、日本の五大秘境に数えられていました。

　佐武流山に源を発する35kmの清津川。下流で
釜川と合流します。中流の八木沢から清津峡温泉
までは「清津峡」と呼ばれ、その雄大な景色から日
本三大渓谷のひとつになっています。
　自然豊かな流域のなかでも「小松原湿原」は新潟
県の自然環境保全地域に指定され、短い夏には高
山植物が咲きほこります。

※新潟県の魚野川とはちがいます。

　下のマップを見てください。たくさんの小さな川が信濃川に注がれているでしょう。
このような川のことを「支流」といいます。信濃川は上流から海に
流れていく間に、支流の水を集めて大きな川になるのです。
　ここでは、魚野川をはじめとする信濃川の支流を紹介します。

し な の が わ し 　 　 り ゅ う

し な の が わ

な か  つ  が わ

し ぶ  み  が わ お お  た  が わ

き よ  つ  が わ

した み ちい かわ し な の がわ そそ

かわ し りゅう し な の がわ じょうりゅう うみ

なが し りゅうあいだ みず あつ おお かわ

うお の がわ し な の がわ し りゅう しょうかい

ぐん ま けん なが の けん けんざかい の ぞり こ なが

うお の がわ ざ　こ がわ ごうりゅう なが

なえ ば やま とりかぶとやま あいだ きゅう

しゃめん いっ き なが みず ちから つ なん

まち に ほんゆうすう か がんだんきゅう かたち きりあけ

み だま あきやまごう よ こうつう せい び

に ほん ご だい ひ きょう かぞ

にいがたけん うおのがわ

なが しぶ み がわ ぜんちょう あま

みなもと はっ とお か まち し とお ながおか し しなみずさんろく

の がわ ごうりゅう

きゅうかわにしまち ちゅうせい きんだい だ こう ぶ ぶん

こう ち か せ  が おこな どくとく けいかん

やま ほ かわ なが

ひ こ たな だ に ほん げんふうけい

で　あ

ぜんちょう みじか おお た がわ えち ご さんみゃくなんぶ かやとうげ

みなもと よもぎひらさんみゃく まわ ながおか し はい しゅうへん のう ち

おお ながおか おおはな び たいかい おお た がわ しな

さんじゃくだま の がわ  ごう りゅう  ふ きん う あ

おお た がわ かな れき し だい に  じ  せ かい

たいせんちゅう ばくだん とう か な ひと

ながおかくうしゅう すこ まえ ばくだん とう か ば しょ

ひ た

さ　ぶ　る やま みなもと はっ きよ つ がわ か りゅう

かまがわ ごうりゅう ちゅうりゅう や　ぎ さわ きよ つきょうおんせん

きよ つ きょう よ ゆうだい け しき に

ほんさんだいけいこく

し ぜんゆた りゅういき こ まつばらしつげん にいがた

けん  し ぜん かん きょう ほ ぜん ち いき し てい みじか なつ こう

ざんしょくぶつ さり ゅ う い き

※支川の長さは、河川法で指定された区間
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破間川佐梨川佐梨川

栖吉川栖吉川柿　川柿　川 三国川三国川

魚野川魚野川

自分の家の近くにある川を調べてみよう！自分の家の近くにある川を調べてみよう！自分の家の近くにある川を調べてみよう！

さ  ぐ り が わか き 　   が わ す  よ し が わ

う お  の  が わ さ  な し  が わ あ ぶ る　 ま 　 が わ

　守門岳、浅草岳、前毛猛岳、毛猛岳など高い山々
が水源です。魚野川へ流れ込む38kmの間に、
守門川、末沢川、黒又川、松川の水を集めて、魚沼
の水田地帯をうるおしています。
　浅草岳山頂付近は8月ころまで雪が残り、貴重な
高山植物や昆虫たちの宝庫です。上流には、破間
川ダムがあります。

　長さ19kmの三国川。その上流はきわめてけわ
しいＶ字型の峡谷で、昔はひんぱんに洪水や渇水
が起こりました。
　昭和44（1969）年の洪水では死者4名、重傷
者9名、農地や家屋も流されてしまいました。昭和
42年と48年には渇水で米づくりにダメージを与
えました。このような歴史から三国川ダムが建設
されました。

　源流は長岡市南蛮山で、長さは11km。殿町や
坂之上など長岡の繁華街を通って信濃川に合流し
ます。長岡市南部の農地や市街地の排水を流す役
割をしています。
　信濃川と合流する地点には柿川排水機場があり、水
量を調節しながら信濃川からの逆流をふせいでいます。

　栖吉川の長さは14km、水源地は越後山脈南部
にある鋸山です。
　昔の栖吉川は現在よりもずっと川幅がせまく、大
雨のたびに川の水があふれたり、洪水によって護
岸がこわれたりしていました。
　現在では、水辺までおりれる階段護岸がつくられ
たところもあり、水に親しめる空間となっています。

　魚野川は長さ67km、 信濃川中流部最大
の支川です。破間川・佐梨川・水無川・三国川・
登川・大源太川などを支流に持っています。
　清流として古くから流域をうるおし、自然
や文化、地域の産業を育んできました。現在
では日本一の米づくりの里として有名です。
　また、川魚も豊富で多くの釣りファンがお
とずれています。

　佐梨川は、駒ヶ岳に水源を発し、長さは18kmの
川で、旧小出町で魚野川に合流します。魚野川に
流れ込むまでに温泉のたくさんある湯之谷温泉郷
を通ります。
　また、下流の
河川公園では、
小出小学校の児
童や地域の方々
によって、たくさ
んの花が育てら
れています。

じ 　 ぶ ん い え ち か か わ し ら

げんりゅう ながおか し なんばんやま なが とのまち

さか の うえ ながおか はん か がい とお ごうりゅうし な の がわ

ながおか し なん ぶ のう ち し がい ち はいすい なが やく

わり

し な の がわ ごうりゅう ち てん  かき がわ はい すい き じょう すい

りょう ちょうせつ し な の がわ ぎゃくりゅう

ながうお の がわ  しな の がわ ちゅう りゅう ぶ さい だい

あぶるま がわ さ なしがわ みずなしがわ さ ぐ り がわしりゅう

のぼりかわ だいげん た がわ しりゅう も

せいりゅう ふる りゅういき し ぜん

ぶん か ち いき さんぎょう はぐく げんざい

に ほんいち さとこめ ゆうめい

かわざかな ほう ふ おお つ

さ なしがわ すいげんこま が たけ ながはっ

きゅうこ いでまち うお の がわ ごうりゅう うお の がわかわ

なが こ おんせん ゆ  の たにおんせんごう

とお

か せんこうえん

こ いでしょうがっこう

どう ち いき かたがた

はな そだ

じ

まえ け もうだけあさくさだけす もんだけ け もうだけ たか やまやま

うお の がわ なが こ あいだすいげん

す もんがわ すえざわがわ くろまたがわ まつかわ みず あつ うおぬま

すいでん ち たい

あさくさだけさんちょうふ きん がつ ゆき のこ きちょう

こうざんしょくぶつ こんちゅう ほう こ じょうりゅう あぶるま

がわ

す  よしがわ なが すいげん ち えち ご さんみゃくなんぶ

のこぎりやま

むかし す  よしがわ げんざい かわはば おお

あめ かわ みず こうずい ご

がん

げんざい みず べ かいだん ご がん

みず した くうかん

なが さ ぐ り がわ じょうりゅう

きょうこくじ がた むかし かっすいこうずい

お

しょうわ ねん こうずい し しゃ めい じゅうしょう

めいしゃ のう ち か おく なが しょうわ

ねん ねん かっすい こめ あた

 れき し けんせつ

 か りゅう

さ ぐ り がわ
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もっと、信濃川を知るために
信濃川妙見記念館信濃川妙見記念館

しなの川学習館しなの川学習館

信濃川大河津資料館信濃川大河津資料館

新潟県燕市五千石　
TE L 0256-97-2195 
FAX 0256-97-2196
●開館時間／9:00～16:00　●休館日／
毎週月曜日（月曜日が休日にあたる場合はそ
の日以降の休日でない最初の日）・年末年始
（12月29日から1月3日）　●入館料／無料
URL http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/ohkouzu/

新潟県長岡市妙見町29番地　TEL 0258-23-1636　FAX 0258-22-3591
●開館時間／9:00～16:30　●休館日／土・日・祝日、年末年始（12月29日から1月3日）
　※土、日、祝日でも事前にご予約いただいた場合には開館いたします　●入館料／無料
URL http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/myoken_k/

新潟県長岡市信濃1丁目5番30号　TEL 0258-32-3020　FAX 0258-33-8168
●開館時間／9:00～16:30　●休館日／土・日・祝日、年末年始（12月29日から1月3日）　●入館料／無料
URL http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/gakusyu/

信濃川や大河津分水に関する書籍などを閲覧することができます。

雄大な信濃川や大河津分水の風景を楽しめる全天候型の展望室。

大河津分水建設の歴史とそれに関わる人々を紹介します。
展示内容 大河津分水のあゆみ、大河津分水を支えた技術、堰の技術、大河津分水に尽力した技術
者、大河津分水の機能の維持

信濃川と越後平野のなりたちや人々のくらしと風土を通して大河津分水の歴史と役割を紹介します。
展示内容 ミニシアター、越後平野と信濃川、越後平野の風土と信濃川、横田切れ、大河津分水の計画
としくみ、もし大河津分水がなかったら、大河津分水がもたらした豊かな越後平野、資料館周辺情報
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❸❸

❹❹

シミュレーション
コーナー

大河津分水を
支えた技術

大河津分水の
しくみ

　小中学校の総合学習や地域のみなさん
の「もっと信濃川を知りたい！」という声に
おこたえして、信濃川河川事務所の一部を「し
なの川学習館」として公開しています。

大河津出張所の旧庁舎を
そのまま利用した独特な外観

❶シミュレーションコーナー
大河津分水がなかったら私たちの街はどうなってしまうのか？
「もし大洪水が起きたら」を疑似体験することができます。

❹大河津分水のしくみ
大河津分水のしくみを約1/2000スケールの
模型とＣＧで紹介。

❸大河津分水を支えた技術
大河津分水の建設の土木技術や、工事の様子などを
紹介します。また実際に使用されたトロッコを展示。

❷テーマミニシアター
８０インチのスクリーンで越
後平野のなり立ちや水害の
歴史、大河津分水建設運動
と工事の完成から現在まで
のあらましを映像で紹介し
ます。（４０名収容）

　明治9（1876）年に開始された信濃
川の改修工事から100年を記念し、昭
和53（1978）年に開館しました。「大
河津分水」の歴史と役割に、“出会い、学
ぶ、極める、ふれる”ための施設です。

　2階 展示室
信濃川に棲む魚の水槽、昆虫
の標本、妙見堰に飛来する鳥
たちのはくせいがあります。

信濃川妙見記念館
外観

妙見堰

　信濃川妙見記念館では、わたしたちのくらしと信濃川の関わりや、妙
見堰の役割を紹介しています。1階には映写室が、2階には自然や地域
を紹介する展示室があります。3階には妙見堰の模型が展示されてい
るほか、望遠鏡が設置されていて、野鳥観察の
スポットとなっています。

パネルコーナー
信濃川の豆知識をパネルで紹介しています。
みなさんの学習成果も展示します！

休憩スペース
勉強につかれたらひと休み。外に出て堤防
を歩くのも気持ちがいいですよ。

　学習コーナー
信濃川の郷土史、治水、土木技術、環
境、生態などの本やビデオがあります。

　1階 映写室
　100インチのワイドスクリーンで
妙見堰紹介ビデオ「川と私たちのく
らし」など、ビデオ、
レーザーディスク
が楽しめます。

しなの川学習館入口

し な の が わ し

し な の が わ   お お  こ う  づ   し  り ょ う  か ん し な の が わ  み ょ う け ん  き  ね ん か ん

が わ が く し ゅ う か ん

かい　えいしゃしつ

かい　てん  じ しつ

みょうけんぜき

がくしゅう

がわがくしゅうかん いりぐち

きゅうけい

 しな の がわ みょう けん き ねん かん

がいかん

おおこう づ  ぶんすい ささ ぎじゅつ おおこう づ  ぶんすい

課外授業などで、気軽に利用できる施設があります。
信濃川に関する情報はもちろん、地域と川の関係、
自然や文化など、さまざまな面から信濃川を見ることができます。

めい じ ねん かい し し な の

がわ かいしゅうこう じ ねん き ねん しょう

わ ねん かいかん おお

こう づ ぶんすい れき し やくわり で　あ まな

きわ し せつ

 し な の がわ みょう けん き ねん かん し な の がわ

か がいじゅぎょう き がる り よう し せつ

し な の がわ かん じょうほう ち いき かわ かんけい

し ぜん ぶん か めん し な の がわ み

かか みょう

けんぜき やくわり しょうかい かい えいしゃしつ かい し ぜん ち いき

しょうかい てん じ しつ かい みょうけんぜき も けい てん じ

ぼうえんきょう せっ ち や ちょうかんさつ

しょうちゅうがっこう そうごうがくしゅう ち いき

し な の がわ し こえ

し な の がわ か せん じ   む  しょ いち ぶ

がわがくしゅうかん こうかい

秋には魚道をサケが
上る姿がみられます。
秋には魚道をサケが
上る姿がみられます。
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新潟県のあゆみ・縄文人の世界など 長岡市関原町1丁目字権現堂2247番2
☎ 0258-47-6130（代）

郷土出身者の業績など 長岡市御山町80番地24（悠久公園内）
☎ 0258-35-0185

各種郷土資料など 長岡市柳原町2-1、柳原分庁舎内
☎ 0258-32-0546

各種民俗・郷土資料など 長岡市与板町与板乙4356
☎ 0258-72-2021

各種民俗・郷土資料など 長岡市寺泊二ノ関2367
☎ 0258-75-5155（教委寺泊分室）

テーマ「雪と織物と信濃川」。
火焔型土器（国宝）など

十日町市西本町１
☎ 025-757-5531

各種図書、郷土資料など
十日町市西本町２
☎ 025-750-5100

各種民俗・郷土資料など
十日町市友重乙29番地1 
☎ 025-768-2167

河川改修・郷土資料など
魚沼市古新田531-42
☎ 025-794-6071（魚沼市都市整備課）

良寛・民俗・郷土資料など
燕市上諏訪9番9号
☎ 0256-97-2428

各種民俗・郷土資料など
長岡市東川口1979-128
☎ 0258-89-4030

信濃川河川事務所
http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/

信濃川下流河川事務所
http://www.hrr.mlit.go.jp/shinage/

千曲川河川事務所
http://www.hrr.mlit.go.jp/tikuma/

湯沢砂防事務所
http://www.hrr.mlit.go.jp/yuzawa/

松本砂防事務所
http://www.hrr.mlit.go.jp/matumoto/

三国川ダム管理所
http://www.hrr.mlit.go.jp/saguri/

大町ダム管理所
http://www.hrr.mlit.go.jp/omachi/

川であそぼう（国土交通省）
http://www.kawaasobi.jp/

じゃぶじゃぶ川ねっと！ 
http://www.mlit.go.jp/river/kasen/main/kids/

ふれあいプログラム
http://www.hrr.mlit.go.jp/tiiki/manaviva/

「ホームページ」で学んでみよう！

「出前講座」で学んでみよう！
　「出前講座」とは、その名のとおり。みなさんのところまで信濃川河川事務所の職員がうかがって、事務所の事業やあらゆる
情報を講義します。小学生が対象の入門編から、専門家を対象とした上級編まで講義内容はさまざま。みなさんが持っている
興味、疑問などにわかりやすくお答えします。

新潟県立歴史博物館

長 岡 市 郷 土 史 料 館

長岡市立科学博物館

長岡市与板歴史民俗資料館

長岡市寺泊民俗資料館

十 日 町 市 博 物 館

十 日 町 情 報 館

十日町市川西歴史民俗資料館

魚 野 川 改 修 資 料 館

燕市分水良寛史料館

川口歴史民俗資料館

Tel ： 025-280-8880（内線3191）　FAX ： 025-280-8835　お申し込みHP ： http://www.hrr.mlit.go.jp/tiiki/manaviva/

お申し込み先

国土交通省 北陸地方整備局 出前講座事務局

大河津分水ものがたり
信濃川大河津資料館のガイドブックです。「信濃川と越後
平野」「大河津分水ができるまで」「大河津分水ができてか
ら」「大河津分水-今と将来」の4部構成。写真やイラストを
ふんだんに使って、治水の歴史をわかりやすく紹介してい
ます。
サイズ・ページ数／A4、本文52ページ

信  濃  川
信濃川の概要や洪水との戦いの歴史、その信濃川ととも
に歩んできた信濃川河川事務所の仕事について紹介して
います。また、広げるとA1サイズになる20万分の1の信
濃川河川事務所管内図を掲載しています。
サイズ／折りたたんだ状態A4（開くとA1）

※このほかにもいろいろなパンフレットがあります。お問い合わせ・ご利用を希望される方は信濃川河川事務所 調査課まで　▶信濃川河川事務所 調査課　Tel：0258-32-3243
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お お  こ う  づ  ぶ ん す い し な     の     が わ

ま な

で  ま え  こ う 　 ざ ま な

にい  がた けん  りつ  れき  し  はく ぶつ  かん

し  な  の  がわ   か  せん  じ   む  しょ

し  な  の  がわ  か りゅう か  せん  じ   む  しょ

ち  く まがわ  か  せ ん じ   む  し ょ

ゆ  ざ わ  さ  ぼう  じ   む  しょ

まつもと  さ  ぼう  じ   む  しょ

さ  ぐ  り がわ　 　　　かん  り しょ

おおまち　　　　かん  り しょ

かわ　　　　　　　　　　　　こく ど  こうつうしょう

かわ

にいがたけん じょうもんじん せ かい

きょうど しゅっしん しゃ ぎょうせき

かく しゅ きょうど   し りょう

かく しゅ みんぞく   きょうど   し りょう

かく しゅ みんぞく   きょうど   し りょう

ゆき

か  えんがた  ど   き    こくほう

おりもの し な の がわ

かく しゅ  と しょ   きょうど   し りょう

かく しゅ みんぞく   きょうど    し りょう

 か せんかいしゅう   きょうど   し りょう

りょうかん   みんぞく  きょうど  し りょう

かく しゅ みんぞく   きょうど   し りょう

な が  お か  し  きょう  ど    し  りょう か ん

なが  おか   し   りつ   か   がく はく ぶつ  かん    

ながおか し よ いたれき し みんぞく し りょうかん 

なが おか  し  てらどまりみん ぞく  し りょうかん  

とお　  か　  まち　  し　  はく　 ぶつ　 かん 

とお 　   か 　   ま ち 　 じょう　 ほう　  か ん 　

とお か まち し かわにしれき し みんぞく しりょうかん

うお 　 の 　 が わ  か い  しゅう  し  りょう  か ん

つばめ　し  ぶん  すいりょうかん　し りょうかん

かわ ぐち  れ き  し  み ん ぞく  し  りょうか ん

し な の がわおおこう づ   し りょうかん し な の がわ えち ご

へい や おおこう  づ   ぶんすい おおこう づ   ぶんすい

いま　  しょうらい ぶ  こうせい しゃしんおおこう  づ  ぶんすい

つか ち すい れき し しょうかい

し な の がわ がいよう し な の がわこうずい たた れき  し

あゆ し な の がわ  か  せん  じ  む  しょ し  ごと しょうかい

ひろ まんぶん しな

の がわ  か せん  じ  む  しょ かんないず けいさい

信濃川上流から大河津分水路までと魚野川を管理しています。
仕事の内容や信濃川、大河津分水路、魚野川に関する情報を
提供しています。
ていきょう

しなのがわし  ごと ないよう かん じょうほうおお こう づ ぶんすい ろ うお  の  がわ

しなのがわじょうりゅう おおこう づ ぶんすい ろ うお  の  がわ かん  り

長野県にある「千曲川河川事務所」のサイトです。「千曲川情
報館」では千曲川に関する詳細データから文化・生態系など様々
な情報を提供しています。

ながのけん ちくまがわ  か せん じ  む  しょ ちくまがわじょう

ほうかん ちくまがわ かん しょうさい ぶんか　せいたいけい さまざま

じょうほう ていきょう

信濃川中流域の魚野川・清津川・中津川などで砂防事業を行っ
ています。砂防のあれこれや観光・地域情報を紹介しています。

しなのがわちゅうりゅういき うおのがわ きよつがわ なかつがわ さぼうじぎょう おこな

さぼう しょうかいかんこう ちいきじょうほう

大町ダムの歴史や役割とともに、周囲の自然や観光情報を提
供しています。

おおまち れき し やくわり しゅうい しぜん かんこうじょうほう てい

きょう

「川で学ぼう」の姉妹ホームページ。いろいろな川あそびの紹
介や、安全とルールについて紹介します。川のマメ知識など
も豊富に掲載されています。

かわ まな しまい かわ しょう

かい あんぜん しょうかい かわ ち しき

ほうふ けいさい

川についてのいろいろな解説や、生活との関わり、遊び方、生
きものについて紹介しています。

かわ かいせつ せいかつ かか あそ かた い

しょうかい

北陸地方整備局がお届けする、「学び」の情報はここから発信
します。お探しの情報が簡単に見つけられますよ。豊富なメ
ニューを取りそろえて、みなさんのご利用をお待ちしています。

ほくりく ち ほうせい びきょく とど まな じょうほう はっしん

さが じょうほう かんたん み ほう ふ

まり ようと

砂防の仕事や北アルプスの観光・地域情報を紹介しています。
小学生用のページもあります。

かんこう ちいきじょうほうさ ぼう し ごと きた しょうかい

しょうがくせいよう

三国川ダムの歴史や役割とともに、周囲の自然や観光情報を
提供しています。

さぐり がわ れき し やくわり しゅうい し ぜん かんこうじょうほう

ていきょう

信濃川の下流および新潟海岸を管理しています。仕事の内容
や信濃川、新潟海岸に関する情報を提供しています

しなの がわ かりゅう にいがたかいがん かん り しごと ないよう

しなの がわ にいがたかいがん かん じょうほう ていきょう
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